
２０１３年３月期第２四半期決算説明会

２０１２年１１月１９日



本日ご説明する内容

◇ ２０１３年３月期 第２四半期 決算概要

◇ 中長期成長戦略



本日ご説明する内容

◇ ２０１３年３月期 第２四半期 決算概要

◇ 中長期成長戦略



12年3月期
13年3月期

第2四半期

日本 10社 10社

米州 4社 4社

欧州 2社 2社

アジア 11社 13社

計 27社 29社

2013年3月期 第2四半期 連結子会社

企 業 集 団 の 概 要

2013年3月期 第2四半期



12年3月期

第2四半期累計

13年3月期

第2四半期累計
増減率

売上高 81,242 93,082    + 14.6%

営業利益 6,837 5,836 △ 14.6%

経常利益 1,865 5,001 +168.1%

当期利益 451 2,817 +524.7%

一株利益 7.87円 49.18円 ─

単位：百万円

2013年3月期 第2四半期 連結決算

為替(USドル) 79.75円 79.40円 0.35円高

2013年3月期 第2四半期
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計器 民生 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 自動車販売 その他

事業別売上高

・計器 ＋７４億円

四輪車用計器が増加。

・民生 ＋１３億円

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ向け基板ﾕﾆｯﾄ等

が増加。

・自動車販売 ＋２１億円

新車販売等が増加。

・その他 ＋７億円

ｿﾌﾄｳｪｱ開発･販売、樹脂材料

加工･販売、貨物運送等が

増加。

812

+118億円
(+14.5%) 930

単位：億円

2013年3月期 第2四半期



単位：億円

事業別売上高 (四半期別推移)
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単位：億円

事業別売上高 (計器)
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△28億円
(△14.7%)
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所在地別売上高 (事業内訳)
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海外売上高

519

439

+80億円
(+18.2%)

・米州 ＋４０億円

北米の四輪計器等が増加。

・欧州 ＋１３億円

四輪計器等が増加。

・アジア ＋２８億円

四輪計器等が増加。

(19.7%)

(54.1%)

(8.7%)

(17.6%)

(27.4%)

(8.3%)

(55.8%)

(28.0%)

（カッコ内は連結売上高に占める海外売上高の割合）単位：億円
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2013年3月期 第2四半期

富士重工が9位から7位に。

得意先別売上構成
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単位：億円

事業別営業利益
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増 減

営業利益 68 億円 58 億円 △ 14.7%

ディスプレイ民生機器計器

△10億円
(△16.9%)

自動車販売

2013年3月期 第2四半期



単位：億円

所在地別営業利益
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単位：億円

設備投資額・減価償却費 推移
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日本 米州 欧州 アジア 減価償却費

設備投資額・減価償却費

単位：億円

24

34

+ 10億円
(+41.6%)

△ 1億円
(△3.7%)

アジア ６億円

ﾀｲNS：２億円（新機種対応の為の生産設備導入等）

上海NS：２億円（新機種対応の為の生産設備導入等）

欧州 １億円

UKNSI：１億円（新機種対応の為の生産設備導入等）

米州 ２億円

NSII：１億円（新機種対応の為の生産設備導入等）

NSB ：１億円（増産対応の為の生産設備増強等）

日本 ２３億円

本社 ：１１億円（内製化・生産強化の為の設備導入等）

NSｳｴｽﾄ ： ３億円（本社から本体生産の一部移管等）

ﾃﾞｨｰﾗｰ４社：３億円（新車販売用デモカー等）

2013年3月期 第2四半期



為替レート（期中平均）実績

12年3月期

第2四半期

13年3月期

第2四半期
レート差 ％

ＵＳドル 79.75 79.40 0.35 円高 △ 0.4%

ポンド 129.25 126.24 3.01 円高 △ 2.3%

バーツ 2.65 2.56 0.09 円高 △ 3.4%

為替感応度

ＵＳドルに対する １円 の変動につき、営業利益で １．６４億円／年

単位：円

2013年3月期 第2四半期



有利子負債と現預金
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自己資本比率
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株主還元
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総配分性向（単独・連結）
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2013年3月期予想

13年3月期

第2四半期

（実績）

13年3月期
（5月15日公表値）

進捗率

売上高 93,082 175,000 53.1％

営業利益 5,836 8,000 72.9％

経常利益 5,001 10,000 50.1％

当期利益 2,817 5,500 51.2％

一株利益 49.18円 96.01円 ─

単位：百万円

2013年3月期 第2四半期



2013年3月期 業績予想修正

13年3月期
（5月15日公表値）

13年3月期
（業績予想修正後）

増減額

売上高 175,000 180,000 + 5,000

営業利益 8,000 10,000 + 2,000

経常利益 10,000 11,000 + 1,000

当期利益 5,500 6,000 + 500

一株利益 96.01円 104.74円 + 8.73円

単位：百万円

2013年3月期 第2四半期



本日ご説明する内容

◇ ２０１３年３月期 第２四半期 決算概要

◇ 中長期成長戦略



グローバル
体制

高効率
オペレーションによる
コスト競争力の強化

開発
提案力

もの造り総合力の強化

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

中長期成長戦略



もの造り総合力の強化

（１）開発・提案力の強化

先行技術開発の強化による市場の創造

① ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の開発・拡販

グローバル
体制

高効率

オペレーションによる
コスト競争力の強化

開発
提案力

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

中長期成長戦略

② 次世代自動車インパネの開発・提案

③ ディスプレイ技術の開発・拡販



高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の開発・拡販

- 安全性向上や燃費志向により必要な情報は増加 -

情報量

将来２０１０

安
全
性
情
報

外
部
情
報

ドライバーの限界

視界の改良

車両情報

衝突警告

交差衝突警告

合流援助

歩行者警告

交差点情報

周辺車両情報

渋滞情報

目的地情報

気象情報

交通事故情報

危険情報



ＨＵＤ

インパネ(右)インパネ(左)

・車速
・エアコン、
オーディオ

・ワーニング、
簡易ナビ

インパネ(中央)

・電子ミラー画像
・渋滞情報
・施設混雑情報 等

・電子ミラー画像
・フロント
死角補助画像

・回転数、残燃料、
距離

・ナビ地図
・スマホ連携画面
・車両診断情報

・HUD表示の調整
・スマホの操作
・メーターの操作

操作スイッチ

・ナビ、地図
・Audioソース
・音声検索

スマートフォン
との連携

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

次世代自動車インパネの研究・開発・提案



高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

ディスプレイ技術の開発・拡販

- 開発品 -

Ｃ-ＮＶＡ （カラー垂直配向ＬＣＤ）

白黒ＬＣＤに色を付加することで、情報量・表現力を大幅に向上させる。

①サイズフリー/形状フリー
②ＴＦＴに比べ周辺回路の簡素化に
よりコストダウン
（ＧＤＣ，ＲＡＭ，ＲＯＭ不要 ）

パッシブLCDの最上位仕様としてTFTにない特徴を持つカラーLCDを開発。

FPDInternational 2012 出展

特徴



もの造り総合力の強化
開発
提案力

（２）グローバル体制の強化

成長市場･大規模市場への積極展開による
計器のシェア拡大

① インド・アセアン地域のオペレーション

③ 設計開発体制の整備強化

グローバル
体制

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

中長期成長戦略

② 米州における生産体制の最適化

高効率

オペレーションによる
コスト競争力の強化



中国
12%

欧州
6%

ｱｾｱﾝ･
ｲﾝﾄﾞ
19%

米州
26%

国内
38%

グローバル 1,036 万台
海外 62%      643 万台
国内 38%      393 万台

国内
3%

ｱｾｱﾝ･
ｲﾝﾄﾞ
79%

中国
8%

欧州
0.1%米州

8%

四輪 二輪

グローバル 1,927 万台
海外 97%   1,872 万台
国内 3%       55 万台

１３年３月期 生産台数予測

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

生産台数



海外
2,518 万台

84%

国内
481 万台

16%

１３年３月期 生産台数予測

四輪・二輪・汎用計器 グローバル生産台数 約3,000万台

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

生産台数



高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

インド・アセアン地域のオペレーション

日本精機グループ

二輪：市場の成熟と競争激化

四輪：中間層の所得増を背景に中期的には成長

INS（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）

JNS（ｲﾝﾄﾞ）

NSIP（ｲﾝﾄﾞ） VNS（ﾍﾞﾄﾅﾑ）

TNS（ﾀｲ）

四輪二輪
二輪

四輪二輪

四輪二輪
さらに利益を出す体制構築

域内で生産補完を行い投資を最小化

二輪電気式メーター移行にあたり

プラットフォーム化で原価率低減

ー市場動向ー
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中期市場動向
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高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

北米における生産体制の最適化

北米市場拡販

供
給

メキシコにおける生産能力の拡大
北米へ部品供給、更に現地調達率を高め
コストダウンを強力に推進

ＮＳＩ

メキシコ工場での四輪計器
13年度最終組立開始

ＮＳⅡ

ＮＳＭＸ

ＮＳＶＭ

営業・設計

最終組立

基板実装・最終組立

部品生産
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高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

設計開発体制の整備強化

今後さらにシェアを伸ばしていくために海外メーカーへの開発提案力を強化

・現地顧客とコミュニケーションできる人材の育成と発掘

・本社と協力し仕事を行える仕組み構築

海外顧客により近い場所で設計開発を行うことにより
レスポンスを早め、より強固な関係を築く。

：設計拠点

NSEU

NSSD NS

NSI

機能強化
機能強化



もの造り総合力の強化
開発
提案力

グローバル
体制

高効率
オペレーションによる
コスト競争力の強化

複雑化する業務の高度な「仕組み化」による
競争優位の確立

③ バックオフィス機能統合

② 国内製造拠点の最適生産レイアウト

（３）高効率オペレーションによる
コスト競争力の強化

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

中長期成長戦略

① 相互補完によるグループの連携強化



＜狙い＞
・難度の高いヘッドアップディスプレイの増産に対応するための
スペースを捻出するとともに、生産ラインを再配置することに
より、物流・在庫等のロスを低減する。

Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ

子会社

ＨＵＤ・四輪 子会社 本社

二輪･汎用 子会社 本社

本社

製品 基板実装 最終組立 基板実装 最終組立

基板の実装から最終組立までを一気通貫で生産することにより、

リードタイム短縮、物流費低減、在庫の低減を実現。

移動によるロス発生

高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

国内製造拠点のレイアウト再編



高効率オペレーショングローバル体制開発提案力

バックオフィス機能統合

本社本社

サーバーサーバー

シェアードサービス機能

グループ会社グループ会社

・支払管理業務

・資金管理業務

・月次決算処理

・決算処理

・税務申告（連結納税）

仕事のプロセスを標準化し、経理等の事務機能を本社に集約する。

2013年 経理システム統合

2013年 シェアードサービス導入
（会計・給与計算・情報システム）

2013年 中国・北米 基幹システム統合

2014年 勤怠管理システム統合



中国リスクについて

その他

・尖閣諸島に端を発した中国における一連の騒動による影響ですが、

当社グループの工場及び従業員については特に大きな問題はなく、

また、日本車不買の影響は四輪計器に限定されているのが現状です。

・当社グループの連結売上高に占める中国での四輪計器の売上高は、

前年度実績で約４％であり、今回の業績修正の中には日本車の

不買運動による影響を含んでいます。


